
　　　　

2025 年 3 月 1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・イベントの時期には、プログラム内容に季節を感じたり文化に触れる機会を取り入れる。

（別添資料１）

家族支援
・ご家族からのご相談やお悩みを聴取し、一緒に解決策を考える。
・お子さんの療育中の姿を見て頂き、フィードバックを行う。

移行支援 ・保育園/幼稚園/進学学校への情報共有

地域支援・地域連携 ・関連機関と情報共有を行い、密な連携を図る 職員の質の向上
・支援方法について職員研修を行い、視野を広げて専門性を高める。
・定期的にケース会議を行う。

支　援　内　容

・健康状態の把握
・睡眠サイクルや食事などの生活リズムの安定
・トイレトレーニングの提案

・あそびを通して様々な感覚に触れる。
・粗大運動や微細運動を行い、身体の使い方を知る。

本
人
支
援

・絵カードや実物を使用したり、実際の行動を通して概念理解を促す。
・興味/関心の幅を広げていく。

・視覚支援を行いながら語彙や表現方法を増やしていく。
・やりとりやごっこ遊び等を通して、"伝わった"という経験を重ねていく。

・ルールのあるあそびの中で、気持ちの違いや種類を学ぶ。
・他者と協力したり勝負をしたりする機会を作る。

支援方針 0～18歳までの発達障害や知的障害を持つお子様を対象に、国家資格を有する専門職による1対1の担当制60分の個別療育を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 幅広い年齢層を対象とした専門的個別療育を提供することで、「個別支援の場が少ない」という声に応える。

事業所名 てくてく 作成日支援プログラム（参考様式）


